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第 3 1 回 公 安 委 員 会 定 例 会 開 催 状 況 

 

 

 

 

１ 開催日時 

  令和７年12月４日（木）13時10分～16時55分 

 

 

２ 決裁事項 

 (1) 免許の取消し等 

   警察本部から、免許の取消し等について報告を受け、決裁した。 

 

 (2) 苦情の受理 

     警察本部から、苦情の受理について報告を受け、決裁した。 

 

 (3) 苦情の調査結果 

   警察本部から、苦情の調査結果について報告を受け、決裁した。 

 

 (4) ミニ広報紙コンクールにおける公安委員会特別賞等の決定 

   警察本部から、ミニ広報紙コンクールにおける公安委員会特別賞等の決定ついて報告を受

け、決裁した。 

 

 (5) 特定抗争指定暴力団等の指定期限の延長 

   警察本部から、特定抗争指定暴力団等の指定期限の延長について報告を受け、決裁した。 

 

 (6) 岡山県道路交通法施行細則の一部改正 

   警察本部から、岡山県道路交通法施行細則の一部改正について報告を受け、決裁した。 

 

 

３ 報告事項 

 (1)  令和７年中国四国管区警察局優秀警察職員表彰受賞者の決定 

   警察本部から、 

○ 令和７年中国四国管区警察局優秀警察職員表彰（中国四国管区警察局長賞詞）

について、本県では２人の受賞が決定した。 

○ 両名とも、長年にわたる多大な功労が評価されたもので、12月９日（火）、広

島市中区の広島合同庁舎において表彰式が行われる。 

〇 本年の受賞者は管区内で11人であり、本県の受賞者は、現行の表彰制度（昭和

44年）以降、今回を含めて合計93人である。 

  旨の報告を受けた。 

 委員が、 

   「長年にわたるご功労により栄えある表彰を受けられることに対し、お祝い申し
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上げる。今後も健康に留意し、各部門で培った高度な知識・経験を生かして職務

に精励いただきたい。」 

旨を発言した。 

 

 (2)  令和７年度11月補正予算協議額（追加分） 

   警察本部から、 

○ この度の補正予算は人件費に関わるもので、人事委員会からの職員の給与等に

関する勧告を受け、県当局において検討した結果、月例給について、本年４月に

遡及して平均2.87％、額にして平均１万960円を加算し、期末手当及び勤勉手当

について、年間支給割合を0.05月分引き上げ4.65月分とすることから、退職手当

費において3,334万３千円、職員給与費において10億1,181万９千円増額するもの

で、義務的経費の総額として10億4,516万２千円増額するものである。また、職

員給与等の改定と合わせて、会計年度任用職員の報酬の単価変更等も行われたこ

とにより、警察行政運営費において3,199万１千円、生活安全対策・地域警察強

化費において2,207万８千円増額するもので、一般行政経費の総額として5,406

万９千円増額するものである。 

○ 警察費総額は、補正協議前の額が517億9,057万５千円であったが、今回の補正

予算が認められた場合、528億8,980万６千円となる見込みである。 

○ 補正予算の内容について、12月９日（火）開催の常任委員会で協議した後、翌

10日（水）の常任委員会において、補正予算額として報告する予定である。 

  旨の報告を受けた。 

 委員が、 

   「人件費については今後も増加することになると思うが、効率的な警察行政がで

きるような予算編成及び執行を心掛けていただきたい。」 

旨を発言した。 

 

 (3)  刑事手続ＩＴ化の概要 

   警察本部から、 

○ 令和７年５月、刑事事件の捜査・公判手続をＩＴ化する改正刑事訴訟法が成立し、

裁判所への令状請求、検察庁への送致等がオンラインで可能となることに伴い、これ

まで紙で作成していた捜査書類は電子化され、各種令状も電子データで発付されるこ

ととなる。現在、警察庁が検察庁や裁判所等との通信回線によるネットワークを構築

しているほか、共通基盤システムに刑事手続関連業務システムを作成中であり、これ

らの整備により共通基盤システムを介してＯＰ－ＷＡＮが検察庁や裁判所等とネット

ワークでつながることとなる。捜査書類への署名は電子署名で行い、改ざん防止の証

明のため、押印や契印の代わりにタイムスタンプが発行されることとなる。 

○ 必要機器として、作成書類への電子署名を行うための液晶ペンタブレット、紙媒体

で作成した捜査書類を電子化するためのスキャナ、電子データでの点検用に視認性を

確保するためのモニタを購入する必要がある。 

○ システムの整備として、現行の写真管理システムへの書ききり型記録媒体の写真デ

ータの取込み機能の追加のほか、作成書類の紙媒体での決裁を廃止し、電子決裁での

運用とするため、捜査書類に特化した決裁システムを新たに構築することなどを検討
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している。 

○ 今後は、令和９年３月頃に関東圏で一部罪種で運用開始した後、令和９年５月頃に

全国で一部罪種で運用開始し、令和９年度中には全国で全罪種について運用開始する

予定である。 

  旨の報告を受けた。 

 委員が、 

   「ランサムウェア等により、データが盗まれるあるいはのぞかれるというような事態

が発生しないよう対策をお願いしたい。 

    ＩＴ化は素晴らしい進歩だが、その分勉強も必要となり、大変だと思う。運用に向

けた指導教養を行い、頑張っていただきたい。」 

旨を発言した。 

 

 (4)  旧車會イベント開催に伴う暴走取締りの実施結果 

   警察本部から、 

○ 11月23日（日）、備前市和気町の中山サーキットにおいて開催された「旧車祭」と

称する旧車會による走行イベントに際し、周辺道路において爆音暴走車両に対す

る交通検問を実施し、整備不良等の暴走関連違反を検挙した。 

○ 今後も旧車會に関する情報収集、実態把握等を行い、暴走行為の抑止・検挙に

努めていく。 

  旨の報告を受けた。 

 委員が、 

   「住民に迷惑をかけるような爆音暴走は、単独であれ集団であれ厳しく取り締まり、

検挙されるということを周知することが重要だと思う。 

        主催者側にもルールを守るという価値観が根付いてきたことは、警察としても手応

えがあると思う。今後も継続して実施していただきたい。」 

旨を発言した。 

 

 (5) 令和７年度給与改定の概要 

      警察本部から、令和７年度給与改定の概要について報告を受けた。 

 

 (6) 損害賠償請求控訴事件の判決結果 

      警察本部から、損害賠償請求控訴事件の判決結果について報告を受けた。 

 

 (7) 第一生命岡山支社との連携による「写真で一言コンテスト」優秀作品選考結果 

      警察本部から、第一生命岡山支社との連携による「写真で一言コンテスト」優秀作品選考

結果について報告を受けた。 

 

 (8) 令和７年度岡山県警察サイバーセキュリティコンテストの開催 

      警察本部から、令和７年度岡山県警察サイバーセキュリティコンテストの開催について報

告を受けた。 

 

 (9) 第４次「安全で安心なまちづくり岡山市行動プラン」指標 
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      警察本部から、第４次「安全で安心なまちづくり岡山市行動プラン」指標について報告を

受けた。 

 

(10) 令和８年岡山県警察嘱託犬委嘱式の開催 

      警察本部から、令和８年岡山県警察嘱託犬委嘱式の開催について報告を受けた。 

 

(11) 令和７年11月中の公安条例許可状況 

      警察本部から、令和７年11月中の公安条例許可状況について報告を受けた。 

 

 

４ 次回公安委員会 

    令和７年12月18日（木）13時30分から開催予定 


